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 氏 名 脇 谷 草 一 郎  
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、平城宮跡遺構展示館を対象として、遺構で生じている劣化現象を把握し、
それらに対して周辺環境条件がおよぼす影響を明らかにするとともに、塩析出による
遺構の破壊および含水酸化鉄沈殿による遺構の汚損の２点に着目し、それらのメカニ
ズムを明らかにし、劣化抑制策を提案することを目的としている。得られた主な成果
は次のとおりである。 
1. 遺構展示館で生じている劣化は、１）遺構土壌の崩落とクラックの発生、２）遺構
土壌の浸食、３）蘚苔類の繁茂、４）塩析出、５）含水酸化鉄沈殿による汚損が主
たるものである。北棟では照明設備の運用により蘚苔類が繁茂する可能性を明らか
にしている。 
2. 秋季から春季にかけて、遺構面には埋め戻し土－遺構面の層境界から地下水が浸入
する一方、降雨時には盛土－埋め戻し土の層境界から雨水を起源とする水分が流入
していると考えられる。含水酸化鉄沈殿は地下水中の溶存鉄に由来するため、秋季
から春季にかけて沈殿は増加する。一方で、夏季の豪雨時に発生した遺構面の水分
流によって沈殿は屋外へ排出されており、このような水分流を人為的に作り出すこ
とで沈殿による汚損を軽減し得ると考えられる。 
3. 空調設備の有無と換気量の差異から、北棟では館内の温湿度変化の振幅が小さいが、
南棟では外気と概ね同じ挙動を示した。冬季の南棟の気温低下が硫酸ナトリウムの
析出に大きく影響をおよぼしており、気温低下を抑制することでその析出を抑制し
得ると考えられる。 
4. 南棟における塩析出による遺構劣化を抑制する手法として、１）南側屋外地表面へ
の雨水の浸透を抑制する手法、２）外気との換気を抑制する手法、３）遺構展示館
周辺の盛土を難透水性の土壌にする手法、４）南側開口部からの日射の侵入を抑制
する手法が考えられる。各手法の効果を熱水分移動計算により検討し、いずれの手
法も遺構面と法面からの積算水分蒸発量を減ずることに効果的であり、特に、２）
の手法は積算水分蒸発量を減ずるのみならず、硫酸ナトリウムの相変化に起因する
材料の劣化を抑制する効果を有していることを明らかにした。 
5. 地盤の酸化還元状態は、地盤内の水分移動とそれに伴い移動する溶存酸素の濃度分
布に支配される。そこで、周辺地盤の水分移動を求めるモデルを作成し、地下水位
変化を解析したところ、実際の変化傾向に良く対応する結果を与えた。このモデル
による水分移動と合わせて溶存酸素や鉄の移動を計算することにより、地盤の酸化
還元状態を推定することが可能となる。 
以上のように、本論文は学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論
文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２８年２月２２
日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
 
